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ホンダモビリティランド株式会社

鈴鹿サーキット

「みえスマートアクション宣言事業所における優良な取組」の選定について

ホンダモビリティランド株式会社(代表取締役社長:斎藤毅)が運営する、鈴鹿サーキット(三重県鈴鹿市)は、三重県が実施している資
源循環を推進する制度「みえスマートアクション宣言事業所における優良な取組」に選定されました。

「みえスマートアクション」は、持続可能な循環型社会を構築するために、資源のスマートな利用を促進することを目的としています。具体
的には、製品の生産、流通、販売、廃棄などのライフサイクル全体で環境負荷を低減し、資源循環を図る取り組みを行う事業所を「みえ
スマートアクション宣言事業所」として登録する制度です。

当社では昨年、3日間で22万人を超えるお客様にお越しいただいたF1日本グランプリをはじめとする様々なイベントを開催する中で、飲
食店舗における使い捨てプラスチックに替わる食器類の使用やフードバンク団体を通した余剰食品の寄付をはじめとする資源循環を図る
取り組みを実施しており、この取り組みが評価されました。

今後も、持続可能な循環型社会を構築するために、モータースポーツイベントのカーボンニュートラルに向け、この取り組みをさらに加速さ
せ、モビリティ文化の醸成とモータースポーツ振興、人材育成の実践フィールドを活かした地球環境や社会課題への対応に取り組んでまい
ります。

【鈴鹿サーキットでの取組詳細】
・飲食店舗において、紙やバガスなどバイオマス由来の容器、木製スプーンなどの代替品を使用して提供
・F1日本グランプリ終了後、各チームなどから出る余剰食品を回収し、希望する4市のフードバンク団体へ寄付
・場内各所にウォーターサーバーを設置し、マイボトルやペットボトルの繰り返し利用を促進
・分別方法を提示し、来場者に分別を呼びかけるとともに、場内に「分別センター」を設置し徹底した分別を行う
・イベント開催時以外にも、平時から使い捨てプラスチックの提供ゼロを取り組むほか、飲食店舗から出る生ごみの堆肥化、刈草をコンポス
トして場内花壇での利用

集まったフードバンク寄付食品 ワンウェイプラスチックの代替容器
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